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41/ と と を押しながら、カーソルに×の
形がつく事を確認し、アルファチャンネル６を
クリック。◆別名で保存（アルファチャンネル
７）
下の部分を切り落としたような選択範囲が現れ
るが、なぜこのような形になったのか?必ず学
生に自主的に考えさせる。
『境界線は信用できないか?』ここがこの課題
のポイントとなる。
○Photoshopではチャンネルにおいてグレー
の濃さを選択の透明度として扱う。
つまり、白（０％のグレーとも言える）は100
％選択され、30％の薄いグレーは70％選択され、
黒（100％のグレーとも言える）は０％選択（つ
まり選択されない）事になる。一方、「境界線は
35/ と を押しながら、カーソルをアルファ
チャンネル４に合わせ、カーソルが変化する事
を確認し、キーを押したままクリック。
※カーソルの中に＋の記号が入る事に注目す
る。必ずこの表示を確認する。
これで葉の選択範囲が追加された。
●チャンネルから選択範囲を削除する
○選択範囲の削除に使用されるキーは ですが、
と を押しながらチャンネルパレット上をク
リックすると、選択範囲を削除する事ができる。
●リンゴをかじられた形にする。
36/ と を押しながら、カーソルに-（マイ
ナス形）がつく事を確認し、アルファチャンネ
ル５をクリック。これで予定していた選択範囲
を作成できた。
※チャンネルにおけるグレーの意味を説明す
る。
これまでアルファチャンネルには、白い領域
と黒い領域しか使用していなかったが、チャン
ネルはグレースケールなので、様々な明るさの
グレーを利用する事ができる。そこでチャンネ
ルでのグレーの役割を解説すると次の様になる。
○チャンネルにグレーを使用すると、選択範囲
に透明度を付加する事ができる。
例えば、アルファチャンネルにグレーで塗り
つぶしを作成した場合、このアルファチャンネ
ルから選択範囲を読み込むと、半透明にしか選
択されないので、描画色に真っ赤を選択して塗
りつぶしても、薄い赤で塗りつぶされる。
ここではこの特性を利用して、たった１度の
塗りつぶしで画像を得られる選択範囲を作成す
る。
37/先ほど制作した「リンゴをかじった形の選
択範囲」の上下にガイドラインを引き、さらに
リンゴを６分割するように水平のガイドライン
を５本追加する◆別名で保存（アルファチャン
ネル５）。
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い。塗り重ねると、半透明な部分が濁ってしま
う事がわかる。
ただし、前のステップ（反対色の薄めの色を
選択し、もう１度塗りつぶす）を行う前に、選
択解除して透明部分の保護にチェックを入れれ
ば（ロックにチェックを入れる）、そのまま塗り
替える事ができる。
（※試す場合は、イメージ/複製を保存で比較
する、そうせずに選択範囲を失ったら、自分で
取り戻す事）必ずモニター上で２枚を比較して
作業させる。
●選択範囲内にペースト。
○この選択範囲の中にコピー＆ペーストで写真
を入れてみる。
46/レイヤー１を削除。
47/サンプルファイル「フルーツ」を開く。
48/このフルーツの画像を全体コピー（ ＋
A）する。
49/元のウィンドウをアクティブにし、編集メ
ニュー/選択範囲内でペーストを選択。これでリ
ンゴの形の中にフルーツの写真が半透明にはめ
込まれた。
◆別名で保存（アルファチャンネル９）
50/背景の表示を隠す。
51/ガイドを消去。
また、移動ツールで画像をドラッグすると、
表示の形や透明度はそのままに、中の画像だけ
を移動できる。
52/移動ツールでウィンドウ内をドラッグし、
写真が移動できる事を確認する。
作成する事。
43/描画色に好きな色を選び、塗りつぶす。（授
業では赤にしている）
○塗りつぶしの濃度が変化しており、さらに境
界線の外であっても塗りつぶされている事を確
認。この事から、境界線の表示が信用できない
事が理解できる。
44/背景の表示を隠す。
※段階的に透明になっているのが確認できる。
◆別名で保存（アルファチャンネル８）
45/反対色の薄めの色を選択し、もう１度塗り
つぶす。（授業では薄い緑にしている）
半透明な選択範囲があると、１度塗りつぶし
たものを別の色で上から塗り替える事はできな
50％以上選択された領域しか表示されない」よ
うに設計されている（Photoshopの開発者がそ
のように設定している）ので、50％より暗いグ
レーの部分は境界線に含まれなくなっている。
しかし『それでも選択はされている事に注意』
する。境界線は便宜上表示しているだけなので
『見た目の形状をそのまま信じてはいけない』
のである。結局のところ、どのように選択した
かを自分で判断できるようにする以外ない。
※「グレー濃度が50％以上だと選択されない」
という表示が出るが、選択されている可能性が
ある。それを実際に学生自信で確認させてみる。
42/新規レイヤーを作成。
※新規チャンネルではなく、新規レイヤーを
○透明度の違いによる選択領域の違い
○半透明の選択領域内にはめ込まれた画像
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がわかる。当然、選択範囲の形が変わるわけで
もないが、チャンネルなら選択範囲ではなく画
像なので、フィルタをかける事ができる。
59/選択範囲を解除。
60/アルファチャンネル１をクリックし、表示
させる（ ＋クリックではない）。
61/もう一度改めて、フィルタメニュー/変形/
回転を選択し、角度に300と入力しOKする。ア
ルファチャンネルの画像が変形するのがわかる。
◆別名で保存（アルファチャンネル10）
●このチャンネルから選択範囲を読み込む
（ ＋クリック）と、回転フィルタで変形した
選択範囲を作成できる。
62/RGBに戻し、チャンネルのまま先ほどと
同じ要領で、この選択範囲の中にサンプルファ
イル「夕焼け」をペースト。
※この完成形は提出させる。
ここで紹介したものは非常に単純な例だが、
フィルタをはじめとして、まだまだ多くの機能
をアルファチャンネルに適用する事ができる。
そして、このようにアルファチャンネルを使用
すれば、フィルタやその他の豊富な機能を利用
して、合成にほぼ無限とも言えるバリエーショ
ンがつけられる可能性がある。この重要性を学
生に理解させ、是非アルファチャンネルを使い
こなせるように練習してゆく方向性を示す事が
重要となる。
●まとめ
このセクションは、１ランクレベルアップす
る為に重要な課題となる。アルファチャンネル
の作成、選択範囲の読み込み、選択範囲の追加、
削除、共通部分の選択、どれも重要である。チ
ャンネルとレイヤーを混同してしまう学生が多
いが、「レイヤーはそれぞれが完成された画像」
であり、「アルファチャンネルは選択範囲を作る
ための型」なので、全く用途が異なる物である
事を理解できるように導く事になる。
○単純な例で学生自身に確認させてみる。
52/サンプルファイル「海」を開く。
53/新規チャンネルを作成し、このアルファチ
ャンネルに、下から上に黒から白へのグラデー
ションをかける。
54/表示を RGBに戻す。
55/アルファチャンネル１から選択範囲を読
み込む。
56このあとの作業で、海の画像を変形しない
ように、レイヤーを追加（背景で作業しない）
しておく。
57/新規レイヤーを作成。○この状態で回転フ
ィルタをかけてみる。
58/フィルタメニュー/変形/回転を選択。
※ダイアログがでて、コマンドを終了できな
い事を告げてくる。
※フィルタは『ピクセルに対してかかるもの』
なので、透明レイヤーにかける事はできない事
○レイヤーパレットの表示に、写真画像の他に
チャンネルのような画像がある事を確認。これ
がレイヤーマスクで、レイヤーの表示を制限し
ている。
※選択範囲内にペーストすると、ペーストし
た画像の表示を選択範囲の内部にだけ制限する
よう、自動的にレイヤーマスクが適用される。
背景とレイヤー１の間に別の画像を挟み込めば、
それだけでも画像の合成と言える。
最後にアルファチャンネルの重要性について、
もう少し考えてみる。
●より多彩な選択範囲を作る
忘れてはいけない事は Photoshopが画像編
集ソフトだと言う事である。画像を変形したり、
特種効果をかける機能は豊富にあるが、その多
くは選択範囲の為に用意された訳ではない。こ
の事から、選択範囲を画像に変換できる（また
はその逆）というのは、Photoshopにとって非
常に強力な機能であるといえる。
○「海」の元データ（実物はカラー） ○「夕焼け」の元データ（実物はカラー）
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終わりに
いずれにしても、初期段階での指導方法の是
非により、学生達の上達度の違いに大きな差が
表れるのが、Macに代表される実習授業の特徴
であり、それがデザイン・アート系とは全く無
縁であった文科系女子大学内に設立された新学
科であればなおさらである事がわかる。従って、
ここに示すような初期における指導内容の工夫
は継続的に必要な要素として、Macをはじめと
するコンピュータと、そこで使用されるアプリ
ケーションソフトのヴァージョンアップととも
に改善し続けられる必要があると言える。
○アルファチャンネルを使用した「海」と「夕焼け」の合成データ
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